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岩手県	 仙台市市民文化事業団
東京都 	 NPO法人トリトン・アーツ・ネットワーク
	 芸術家と子どもたち
	 東京港区役所地域振興課文化協働推進係
	 日本ボランティアコーディネーター協会
	 財団法人 地域創造
神奈川県	 横浜市 市民活力推進局 文化振興課
静岡県	 浜松市議会議員
長野県	 松代文化施設等管理事務所
岐阜県	 ＮＰＯ法人さくら歌劇団
	 岐阜市立日野小学校
	 美濃加茂市文化振興課
	 美濃加茂市民ミュージアム
三重県	 三重県生涯学習センター
	 三重県生活・文化部新博物館整備推進室
	 三重県生活・文化部文化振興室
奈良県	 特定非営利活動法人 総合教育研究所
京都府	 アサヒビール大山崎山荘美術館
	 京都市美術館ボランティア
	 京都橘大学
大阪府	 門真市立第六中学校
	 キッズプラザ大阪
	 国立民族学博物館文化資源研究センター
	 国立民族学博物館ボランティア
	 国立民族学博物館ミュージアムパートナーズ
	 東京書籍株式会社関西支社
	 日本文京出版株式会社
	 日本ボランティアコーディネーター協会
	 龍谷大学
徳島県	 大塚国際美術館
岡山県	 岡山大学
	 財団法人 福武教育文化振興財団
	 社団法人 岡山県文化連盟
鳥取県	 財団法人 鳥取県文化振興財団
福岡県	 アートサポートふくおか
	 北九州芸術劇場
	 北九州市企画文化局文化振興課
	 九州国立博物館
	 日本ボランティアコーディネーター協会
鹿児島県	 ネイチャリング・プロジェクト
沖縄県	 沖縄県立知念高等学校

滋賀県	 草津市社会教育委員
	 草津市立老上小学校
	 草津市立矢倉小学校
	 黒田紙業株式会社
	 甲賀市みなくち子どもの森
	 財団法人 滋賀県文化振興事業団
	 財団法人 地域創造
	 滋賀県教育委員会事務局生涯学習課
	 滋賀県県民文化生活部県民文化課
	 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
	 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールサポーター
	 滋賀県立陶芸の森
	 滋賀県立琵琶湖博物館
	 滋賀医科大学
	 滋賀大学
	 しが県民芸術創造館
	 秀明アカデミー
	 パナソニック株式会社ホームアプライアンス社
	 MIHO MUSEUM

【運営スタッフ】
滋賀県教育委員会 事務局 生涯学習課　　 5名
滋賀県県民文化生活部 県民文化課　　　  4 名
財団法人滋賀県文化振興事業団　　  　　 4名
しが文化芸術学習支援センター	  33 名（内、大学生18名）

文化ボランティアフォーラム 2009 in 滋賀　参加団体・個人所属一覧（50 音順、敬称略）

プログラム 参加者数（名）

10月18日

スペシャル
メニュー

びわ湖ホール
声楽アンサンブルによる

子どものためのミニコンサート

40
（当センター受付）

子ども向けオペラ
泣いた赤鬼

60
（当センター受付）

基調講演、事例報告会 142

情報交換会 68

10月19日
公開講演、公開連携授業 157

パネルディスカッション、全体討議 151

実参加者数 190

実運営スタッフ数 46

総計 236

目　次
ふり返って

温かく育ててくださった「人の力」

しが文化芸術学習支援センター　トータルコーディネーター　津屋結唱子

　今から10数年前、世田谷美術館での、
美術館ボランティア活動を通じて、「芸術
には子どもの心を癒す、輝かす力がある」
「すべての子どもたちに、本物の文化・芸
術に触れる機会を与えたい。それには、
学校と美術館が連携できたら。」と、小さ
な夢の種が播かれました。その後滋賀へ
移り、その種は、美術教育を専門とした
小学校校長先生との出会いをきっかけに、
滋賀の土で実を結びました。
　平成12年、美術館・芸術家と学校を、
文化ボランティアを中心としたＮＰＯが繋
ぎ、教室の子どもたちに文化・芸術体験
プログラムを実施する「連携授業」が始
まり、ＮＰＯはコーディネート役とサポー
ト的立場に撤しながら、「人から人へ」と
繋ぎ、現場での実践を積み上げていきま
した。「学校現場への支援」にこだわり、
平成15年、16年、17年は文化庁文化ボ
ランティア推進モデル事業の助成をいた
だき、平成17年には当時の文化庁長官河
合隼雄氏が、滋賀県の活動を視察に来ら
れたことから、活動が全国へと発信され
ました。その後、学校教育現場での実践は、
公民館や子ども会との連携、さらには、
国際交流、被災地支援へと、活動の場が
広がりました。その後、平成18年には（財）
滋賀県文化振興事業団との協働で、「し
が文化芸術体験サポートセンター」を開

設。さらに平成 20年より、民と官による
新しい協働の仕組みとして、｢しが文化芸
術学習支援センター｣ が開設され、平成
21年度は、幼稚園、小・中・高校・養護
学校の子どもたち1万人に、文化芸術体
験支援をしました。そして、さらに本年は、
文化庁全国文化ボランティアフォーラム
の開催という、これまで経験したことのな
い、全国規模の事業に携わる機会をいた
だきました。若いスタッフたちと共に、多
くの方の助言をいただきながら準備を進
め、いよいよ当日を迎えることができまし
た。2日間、盛りだくさんのスケジュール
の中、企画・運営面では、これまで活動
を支えてくださった関係者の方、地域の
方も含め、総勢 60名以上の方が集結くだ
さり、細やかにサポートしてくださり、滞
りなく終えることができました。遥々遠方
から来てくださった講師の方、参加者を
お見送りしたとき、自然と涙が溢れてきて、
感謝で胸がいっぱいになりました。
　この10年間を振り返り、あらためて実
感しているのは、「人の力」の素晴らしさ
です。このような、連携活動が広がった
のは、「文化施設」「学校」「行政」「地域」
それぞれに、「子どものために」という信
念を持った「つなぎ役」「コーディネーター」
の存在があったということです。その「人
と人の繋がり」から、組織的な縦割りを

崩し、横で繋がることができ、現場が必
要とする支援が具体化し、ここまで発展
していきました。多くの「人の力」と、そ
の地域の持つ、「自然、文化、伝統、芸術
の力」が繋がり、そこから生まれ出る活
動の、その創造性の素晴らしさには、常
に驚きと発見があります。そして、中学、
高校の授業で、スタッフに声をかけてき
て、「小学校で連携授業を体験したよ。そ
のときに居たよね。」と、声をかけてくれ
る生徒もいて、子どもたちの心に、今も
鮮明に残っていることを、嬉しく感じてい
ます。そして、さらに大学生になり、セン
ターの文化ボランティア活動に参加して
いる姿を見るとき、活動を続けてきたこと
により、支援された子どもが、文化ボラ
ンティアに成長し、共に活動するという新
たな繋がりが生まれています。
　今回のフォーラムを通じて、あらためて、
これまでに出会ったすべての方々、そし
て、文化庁の文化ボランティア支援事業
の担当者の方、それぞれの立場で、私た
ち文化ボランティアを、気長に温かく育
ててくださった、その「思いやりの心」に
深く感謝し、これからも、次世代文化芸
術支援活動に専念し、子どもたちの活動
の現場で、実践を積み上げる中で、さら
なる協働のあり方を検討していきたいと
思います。

文化ボランティア・コーディネーター研修の様子 フォーラムの事前スタッフミーティング
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　「子どもたちは本物に出会っただろうか ?」「子どもたちの心は育ったの

だろうか ?」そして「学校と美術館・博物館・ホール・企業等との連携を

私達しが文化芸術学習支援センターは支援し得たのであろうか ?」という

課題をメンバーと共に自分に問い続けてきた 10 年間であった。これを一

言で言えば「新たな挑戦はできただろうか ?」につきる。

　まず、「子どもたちが本物に出会うことは、子どもたちの心の成長と深

く関わる」ことを、これまでの私たちの様々な連携授業の中で出会って

きた。たとえば、ある女子高生が抹茶椀を作陶するのにこれまで大切に

伸ばしてきた爪を惜しげもなく切り、制作に没頭したという。このよう

な事例は挙げればいとまがない。私たちが言う「本物に出会う」とは、

学習内容を通して、関わってくれた人々、そして自分自身に出会うこと

なのである。このコンセプトを私たちは実践の中で見いだし、大切にし

た実践を数多く積み重ねてきた。

　さて、これまでの 10 年間で多くのプランを持ち、成果も上げてきたが、

私たちに忍び寄ってくる形骸化という影も存在する。「次世代の文化力を

育む」ためには、私たち自身が文化力を持たなければならない。そのた

めに研修会も行ってきたが、もっと連携への視野を広めることによって、

新たなる連携授業の創造をめざしていかなければならないことに、最近

気になっている。それが「新たなる挑戦 !」なのである。特に、滋賀県の

連携の特色として「学校での新たな連携授業の展開」に挑戦しなくては

ならない。

　今回の、文化庁委託事業「文化ボランティアフォーラム 2009 in 滋賀」を、

「新たなる挑戦 !」への絶好の好機ととらえ、美術館・博物館・ホール・

企業・滋賀医科大学、そして草津市立志津南小学校の全面的な協力を得

て連携授業の創造に挑戦した。その具体的な内容は本誌に紹介されてお

り、学習指導案も志津南小学校から出されている。

　どの授業も個性的で、子どもたちの生き生きと学ぶ姿に多くの参加者

は驚いておられた。特に 4 年生の「昔の人々のくらしから」の授業で、

水を大切にする知恵をテーマに滋賀県知事嘉田由紀子氏が授業をしてく

ださった。子どもたちの活発な意見に知事も熱弁をふるわれ、熱気あふ

れる授業であった。授業はもとより、後の「次世代の文化力を育む」パ

ネルディスカションでも、連携授業の重要性を説かれており、私たちに

とって大きな支援をいただいた。

　この取り組みで再確認したことがある。それは、やはり学校が授業プ

ランナーの主体者であり、その目標に向かって、私たち支援センターが

どのように学校と専門家とを有機的に結いながら、専門家の持っている

エキスパートな本物性を授業の中で主体的に発揮していただくか、私た

ち支援員一人一人が創造していかなければならない、と言うことである。

　あたりまえ、といえばそれまでだが、このことこそが「連携授業」を

風化させないための必須条件である。

　今、教育現場では大変大きな変革を迎えつつある中で、私たちがめざ

していることは「連携」を通して「新たなる子育て・心育て」をするこ

とである。「新たなる」と求める限りは、留まってはならない。学校・連

携者・支援センターがそれぞれ本物としての知恵を出し合い、授業展開

の中で子どもたちと真剣に対峙し続けることで、次世代の文化力を確実

に育んでいくことができると確信している。

　最後になったが、本フォーラム開催にあたって、文化庁をはじめ連携

に多大のご支援とご指導をいただいたみなさま、そして授業公開をして

くださった志津南小学校に心より感謝申し上げる次第である。
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13：30～	 受付
14：30～14：40	 開会
14：40～15：30	 基調講演「芸術と教育の連携のこれから」
	 講師　国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部　教育課程調査官
	 　　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　奥村　高明　
15：40～18：00	 事例報告会
	 コメンテーター	 滋賀県立琵琶湖博物館特別研究員　布谷　知夫
	 	 公立文化施設活性化事業アドバイザー　柴田　英杞
	 コーディネーター	 京都橘大学准教授　木下　達文　　　　

	 ＜事例報告者＞
	 　（横浜市）横浜市　市民活力推進局文化振興課 主任調査員　鬼木　和浩　
	 　（福岡県）アートサポートふくおか 代表　古賀　弥生　
	 　（東京都）NPO法人　芸術家と子どもたち 代表　堤　康彦　　
	 　（滋賀県）しが文化芸術学習支援センター トータルコーディネーター　津屋　結唱子

18：20～ 20：00	 情報交換会　　会場：レストランオペラ（びわ湖ホール内）　
※ホテル大昌草津行き　送迎バス有り

8：30～	 受付
8：50～ 9：20	 公開講演「地域社会と連携した医学教育」滋賀医科大学学長　馬場　忠雄
9：30～11：20	 1年生～ 6年生公開連携授業
	 滋賀県立陶芸の森	 1年生 /『「おおきなかぶ」のおはなしえざらをつくろう』図工・国語

	 	 2年生 /『「ともだちたぬちゃん」をつくろう』図工

	 	 特別支援学級 /『つんでつんでたかくたかくつんでつんでもっとたかく』図工

	 びわ湖ホール	 3年生 /『「泣いた赤おに」をびわ湖ホールで発表しよう！』音楽・道徳

	 しが県民芸術創造館	 4年生 /『ミュージカル「こわれた千の楽器」の公演をしよう』国語・音楽

	 パナソニック(株 )	 5年生 /『冷蔵庫って、どんなふうにできるの？そこにかくされた秘密は？』社会

	 滋賀医科大学	 5年生 /『いま生きているわたしを感じよう』道徳

	 	 特別講師　滋賀医科大学学長　馬場　忠雄
	 MIHO MUSEUM	 6年生 /『とびこめ！伊藤若冲ワンダーランドへ』社会・図工　

	 	 特別講師　MIHO MUSEUM館長　辻　惟雄
11：25～12：10	 特別講師　滋賀県知事　嘉田　由紀子
	 4年生 /『昔の人々のくらしから　～水を大切にする知恵～』社会

12：20～13：20	 昼食・休憩　
13：30～15：00	 パネルディスカッション　「次世代の文化力を育む」
	 パネリスト	 文化庁文化部長　清木　孝悦
	 	 滋賀県知事　嘉田　由紀子
	 	 MIHO MUSEUM館長　辻　惟雄
	 コーディネーター	 財団法人滋賀県文化振興事業団理事長　岸野　洋
15：10～16：40	 全体討議　「芸術と教育の連携」
	 プレゼンテーター	 草津市立志津南小学校 校長　馬場　豊
	 コメンテーター	 文部科学省 教科調査官　奥村　高明
	 	 滋賀大学 教授　大嶋　彰　
	 コーディネーター	 滋賀県教育委員会事務局学校教育課指導主事　人見　和宏
	 �公開連携授業の授業づくりについて、関係者より解説。
　　　　　　　　その後、コメンテーターと参加者で意見交流。

	

16:40～16:50	 閉会

次世代の文化力を育む ～芸術と教育の連携　新たな挑戦！～

日　時	 2009年 10月18日（日）～19日（月）
会　場	 10月18日　滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
	 10月19日　滋賀県草津市立志津南小学校
参加者	 全国の文化ボランティア、NPO関係者、文化施設関係者、文化・教育行政担当者・学校・大学関係者
	 文化ボランティア・コーディネーターの育成に関心のある方　
主　催	 しが文化芸術学習支援センター運営委員会 [文化施設、教育関係者、企業、NPO、文化行政　他 ]

文化庁委託事業　文化ボランティアフォーラム　2009 in 滋賀 ＜概要＞

2009年10月18日 2009年10月19日

会場	 滋賀県立芸術劇場
	 びわ湖ホール
	 小ホール

会場	 滋賀県草津市立
	 志津南小学校

10月 18日　びわ湖ホール

スペシャルメニュー

�びわ湖ホール声楽アンサンブルによる子どものためのミニコンサート＆
オペラ「泣いた赤鬼」ワークショップ

11： 00～11： 50	 ミニコンサート（小ホール）
13： 00～14： 00	 オペラ「泣いた赤鬼」・ワークショップ（中ホール）

子ども向け学校公演　新メニュー初公演（19日公開連携授業の事前学習）
入場無料
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13：30～	 受付
14：30～14：40	 開会
14：40～15：30	 基調講演「芸術と教育の連携のこれから」
	 講師　国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部　教育課程調査官
	 　　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　奥村　高明　
15：40～18：00	 事例報告会
	 コメンテーター	 滋賀県立琵琶湖博物館特別研究員　布谷　知夫
	 	 公立文化施設活性化事業アドバイザー　柴田　英杞
	 コーディネーター	 京都橘大学准教授　木下　達文　　　　

	 ＜事例報告者＞
	 　（横浜市）横浜市　市民活力推進局文化振興課 主任調査員　鬼木　和浩　
	 　（福岡県）アートサポートふくおか 代表　古賀　弥生　
	 　（東京都）NPO法人　芸術家と子どもたち 代表　堤　康彦　　
	 　（滋賀県）しが文化芸術学習支援センター トータルコーディネーター　津屋　結唱子

18：20～ 20：00	 情報交換会　　会場：レストランオペラ（びわ湖ホール内）　
※ホテル大昌草津行き　送迎バス有り

8：30～	 受付
8：50～ 9：20	 公開講演「地域社会と連携した医学教育」滋賀医科大学学長　馬場　忠雄
9：30～11：20	 1年生～ 6年生公開連携授業
	 滋賀県立陶芸の森	 1年生 /『「おおきなかぶ」のおはなしえざらをつくろう』図工・国語

	 	 2年生 /『「ともだちたぬちゃん」をつくろう』図工

	 	 特別支援学級 /『つんでつんでたかくたかくつんでつんでもっとたかく』図工

	 びわ湖ホール	 3年生 /『「泣いた赤おに」をびわ湖ホールで発表しよう！』音楽・道徳

	 しが県民芸術創造館	 4年生 /『ミュージカル「こわれた千の楽器」の公演をしよう』国語・音楽

	 パナソニック(株 )	 5年生 /『冷蔵庫って、どんなふうにできるの？そこにかくされた秘密は？』社会

	 滋賀医科大学	 5年生 /『いま生きているわたしを感じよう』道徳

	 	 特別講師　滋賀医科大学学長　馬場　忠雄
	 MIHO MUSEUM	 6年生 /『とびこめ！伊藤若冲ワンダーランドへ』社会・図工　

	 	 特別講師　MIHO MUSEUM館長　辻　惟雄
11：25～12：10	 特別講師　滋賀県知事　嘉田　由紀子
	 4年生 /『昔の人々のくらしから　～水を大切にする知恵～』社会
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13：30～15：00	 パネルディスカッション　「次世代の文化力を育む」
	 パネリスト	 文化庁文化部長　清木　孝悦
	 	 滋賀県知事　嘉田　由紀子
	 	 MIHO MUSEUM館長　辻　惟雄
	 コーディネーター	 財団法人滋賀県文化振興事業団理事長　岸野　洋
15：10～16：40	 全体討議　「芸術と教育の連携」
	 プレゼンテーター	 草津市立志津南小学校 校長　馬場　豊
	 コメンテーター	 文部科学省 教科調査官　奥村　高明
	 	 滋賀大学 教授　大嶋　彰　
	 コーディネーター	 滋賀県教育委員会事務局学校教育課指導主事　人見　和宏
	 �公開連携授業の授業づくりについて、関係者より解説。
　　　　　　　　その後、コメンテーターと参加者で意見交流。
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次世代の文化力を育む ～芸術と教育の連携　新たな挑戦！～
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参加者	 全国の文化ボランティア、NPO関係者、文化施設関係者、文化・教育行政担当者・学校・大学関係者
	 文化ボランティア・コーディネーターの育成に関心のある方　
主　催	 しが文化芸術学習支援センター運営委員会 [文化施設、教育関係者、企業、NPO、文化行政　他 ]
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�びわ湖ホール声楽アンサンブルによる子どものためのミニコンサート＆
オペラ「泣いた赤鬼」ワークショップ

11： 00～11： 50	 ミニコンサート（小ホール）
13： 00～14： 00	 オペラ「泣いた赤鬼」・ワークショップ（中ホール）
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＜要約＞
　小中学校の教員、宮崎県立美術館の学
芸員、また地域での NPO 活動などを経
て現職となったことを紹介し、まず、「子
どもと学習」について語った。画像を示
しながら、幼児のままごとでの会話が大
人とそっくりなこと、生存の厳しいアフリ
カの幼児は果物をナタで割って食べられ
ること、1800 年代のアメリカの農園で働
く10 代前半の子どもたちには反抗期はな
かっただろうなどを挙げ、つまり「子ども
は社会的、文化的に子どもになる」もの
だとした。そのうえで、子どもが学習す
るということは、先生や教室、あるいは美
術館、空間、教育課程、時間割といった
人や物、ことのなかで成立する関係的な
実践である。社会的、文化的な存在とし
ての子どもは、さまざまな社会的関係性
のなかで学んでいるとした。
　では、その「子どもと学習」がさまざ
まな関係性のなかで成立するとすれば、
それらをどう関係づけデザインしていけ
ばいいのだろうか。氏は、ここでいう「デ
ザイン」とは単に色や形を決めることでは

なく、社会的なインフラを整えるに近い、
学習の生態系と呼べるようなものであると
したうえで、芸術と教育、美術館と学校
との関係に言及した。すなわち、美術館
と学校の関係は、お互いに単体だけでは
成り立たないと。そこで、埼玉県加須市
の加須小学校の商店街と連携し、結果的
にまちづくりになっていった「加須小まち
かど美術館」の事例や長野県の戸倉上山
田中学校と信濃美術館との展覧会づくり
の事例を紹介しながら、子どもが芸術の
道具や作家の道具、町づくりの道具では
なく、子どもや生徒たちの育ちが中心に
置かれて展開していくことが重要であり、
また関わった商店街の人たち、行政の人
たち、アーティスト、学芸員らもそれぞれ
の役割がより充実しながら美術や美術館
についての見方や考え方が変化していく
という関係づくりが大切なのだとした。
　次に、博物館の事例について語った。
同じ建物のなかに博物館と美術館のある
沖縄県立博物館・美術館を取り上げ、博
物館ではすでに分類・整理されたものに
対して知識を得るという見方が大きいが、

美術館は誰かが作ったもの、誰かの見方
に対して心が揺さぶられたのではないか。
また、北海道の旭山動物園では生態系と
しての動物だけでなく、経済としての動
物も見せているし、日常にいるカラス舎も
ある。旭山動物園は、職員の考え方が綴
られ、展示となっている。動物を見る私
たちの日常とか見方までを揺り動かすの
で面白いのだろう。これは美術館に置き
換えてもよいのではないかと。
　そして、最後に「何かの授業、何かの
イベント、何かの連携を行うとき、かけが
えのない子どもたちがそこにはいます。そ
の子を中心に置きつつ、しかし生態系で
すから同時に私たちもかけがえがない存
在であることを自覚する必要があると思
います。そう考えた時、答えはおそらく私
の話の中にあるではなくて、おそらく今、
みなさんのいる場所と今行っている実践
の中にあると思います」と励ました。さま
ざまな画像を用いて、会場の聴衆に問い
かけながらの楽しい講演となった。

３つの事例報告の後、事例報告者とコー
ディネイターたちと意見交換が行われ、
以下のような発言がなされた。

鬼木　「芸術と学校教育」の連携に自治
体が関わるということは重要だと思う。そ
のためには、市民のみなさんからこのプ
ログラムを実施したいと行政に伝えてい
ただきたい。行政を巻き込むことも心得
ていただければありがたい。そして、そ
の方法についてはそれぞれの場所で、そ
の土地のやり方を見つけなくてはならな
いと思っている。自治体の職員と一緒に
考えていただければと思う。
古賀　福岡県内の自治体と一緒に、芸術
家を学校に派遣する新しい仕組みをつく
ろうとしている。行政と教育委員会、そ
して行政がつくった財団法人は、同じ役
所なのだが、タテ割りの組織なので全く
繋がっていない。
　芸術と学校教育の連携を進めるには、
そこに関わる関係者・関係機関の連携が
不可欠。よりよい現場をつくるために、関
係者同士を繋ぐことも私たちの役割であ
ると思う。
堤　文化行政と教育行政とその両方で活
動の意義を位置づけていくことが大切だ
と考えている。どちらかというと文化振興
の方から学校にラブコールをおくっている
ことが多いのではないか。教育委員会な
どの教育行政の中でしっかりとこのような
クリエイティブな教育が位置づけられて
いくこと、教育行政に携わる方、先生な
どに、これが今の子どもの学びにとって
大切なんだと広く知っていただくことが大
切だと考えている。そのために民間のアー
ト NPO、教育 NPO が子どもというキー
ワードのもとに緩くネットワークを組ん
で、それを全国に広げていくこと、NPO
や民間の力をネットワー化して強くしてい
くことが大切かなと思っている。
津屋　しが文化芸術・・センターも県の
補助事業ということで３年間の限定的な
期間をいただきながら、３年経ったらまた
他を考えようという、スタートから不安な

財政基盤の中で走っている。そういう意
味で、今回のフォーラムがきっかけになっ
て、全国あちこちで渦がまいて国全体で
こういう事を支援していこうという気持ち
が、ウェーブが高まっていけばいいなと
いう思いでいる。
布谷　現在のこういう事業の最先端の内
容だった。こういう事業を実際どうやって
広げていくのか、いろんな壁もあると思う
が、全国の各地でまねをしてひろげてい
く、そういうふうにして世の中のシステム
を全部変えていく必要があると思う。
柴田　子どもたちにとってどのような社
会でありたいのか、どういう社会を目指し
ていけばいいのか。皆さんの報告を聞い
て、一人一人が一人一人をきっちり支え
あう、助け合う、共に生きる市民社会と
いうものを構築していく必要があるので
はと感じた。「芸術と教育の連携」を図っ
ていくためには、共に働くことが大切と感
じた。コーディネーションのcoとは「共に」
という意味。それぞれの団体、それぞれ
の人たちを対等にきっちり繋いでいくこと
が私たちは必要なのではないかと、どち
らが上でどちらが下でもない。連携を図っ
ていくためには、調整だけでなくて、対
等にきっちり仕事をおこなっていくことが
これから非常に求められるのではないか
と。ミッションの共有ということも重要な
ポイントでありますので、そのミッション
を共有してよりよい社会づくりのために私
たち大人は頑張っていかなくてはならな
いと思った。
木下　連携というものを育てていくコー
ディネーション、という流れもあるかと思
う。しかし実際、その社会関係の創造そ
のものが、例えば学校、文化施設に最初
から求められたものではなかった。私は
これから、「町づくり」「人づくり」ではな
く、「町育て」「人育て」という言葉を使っ
ていきたい。サブタイトルにあるような「新
たな挑戦」を考えていただきながら、ま
たこの出会いを大切にしながら広げてい
きたいなと考えていいる。

しが文化芸術学習支援センターセンター長
馬場輝代による開会の挨拶

全国各地からの参加者でにぎわい、おいしい料理を囲
んで楽しい会話がはずむ

奥村高明氏（文部科学省初等中等教育局）の基調講演 事例報告会では、国内で活動する４団体の発表に３名
のコメンテーターから質疑応答が交わされた

情報交換会は、びわ湖ホール中ホールホワイエの特設
会場で催された

文化ボランティア、行政関係者、文化施設関係者、
学校・教育関係者など全国から約 250 名が参加した

当日の運営には、学生ボランティア中心にセンターの
スタッフ 30 名が関わった

（左から）コーディネーターの木下達文氏（京都橘大
学准教授）、コメンテーターの柴田英杞氏（公立文化
施設活性化事業アドバイザー）、布谷和夫氏（琵琶湖
博物館特別研究員）

情報交換会後、琵琶湖湖岸を眺めながらミニピアノコ
ンサート。全員で歌を歌い 1日目が終了した

（左から）横浜市の鬼木和浩氏（横浜市市民活力推進
局）、福岡県の古賀弥生氏（アートサポートふくおか）、
東京都の堤康彦氏（NPO 法人芸術家と子どもたち）、
滋賀県の津屋結唱子（しが文化芸術学習支援センター）

「芸術と教育のこれから」

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部　教育課程調査官

　　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　奥村高明

事例報告会
（意見交流の部）

基調講演
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＜要約＞
　小中学校の教員、宮崎県立美術館の学
芸員、また地域での NPO 活動などを経
て現職となったことを紹介し、まず、「子
どもと学習」について語った。画像を示
しながら、幼児のままごとでの会話が大
人とそっくりなこと、生存の厳しいアフリ
カの幼児は果物をナタで割って食べられ
ること、1800 年代のアメリカの農園で働
く10 代前半の子どもたちには反抗期はな
かっただろうなどを挙げ、つまり「子ども
は社会的、文化的に子どもになる」もの
だとした。そのうえで、子どもが学習す
るということは、先生や教室、あるいは美
術館、空間、教育課程、時間割といった
人や物、ことのなかで成立する関係的な
実践である。社会的、文化的な存在とし
ての子どもは、さまざまな社会的関係性
のなかで学んでいるとした。
　では、その「子どもと学習」がさまざ
まな関係性のなかで成立するとすれば、
それらをどう関係づけデザインしていけ
ばいいのだろうか。氏は、ここでいう「デ
ザイン」とは単に色や形を決めることでは

なく、社会的なインフラを整えるに近い、
学習の生態系と呼べるようなものであると
したうえで、芸術と教育、美術館と学校
との関係に言及した。すなわち、美術館
と学校の関係は、お互いに単体だけでは
成り立たないと。そこで、埼玉県加須市
の加須小学校の商店街と連携し、結果的
にまちづくりになっていった「加須小まち
かど美術館」の事例や長野県の戸倉上山
田中学校と信濃美術館との展覧会づくり
の事例を紹介しながら、子どもが芸術の
道具や作家の道具、町づくりの道具では
なく、子どもや生徒たちの育ちが中心に
置かれて展開していくことが重要であり、
また関わった商店街の人たち、行政の人
たち、アーティスト、学芸員らもそれぞれ
の役割がより充実しながら美術や美術館
についての見方や考え方が変化していく
という関係づくりが大切なのだとした。
　次に、博物館の事例について語った。
同じ建物のなかに博物館と美術館のある
沖縄県立博物館・美術館を取り上げ、博
物館ではすでに分類・整理されたものに
対して知識を得るという見方が大きいが、

美術館は誰かが作ったもの、誰かの見方
に対して心が揺さぶられたのではないか。
また、北海道の旭山動物園では生態系と
しての動物だけでなく、経済としての動
物も見せているし、日常にいるカラス舎も
ある。旭山動物園は、職員の考え方が綴
られ、展示となっている。動物を見る私
たちの日常とか見方までを揺り動かすの
で面白いのだろう。これは美術館に置き
換えてもよいのではないかと。
　そして、最後に「何かの授業、何かの
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「芸術と教育のこれから」

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部　教育課程調査官

　　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　奥村高明

事例報告会
（意見交流の部）

基調講演
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　本校の学校教育目標は「学びが生活
に生きる教育」である。この背景には教
育基本法の改正を発端とした大きな教
育改革の中で、「活用する力」がクロー
ズアップされてきたことによる。基礎・
基本を定着させる教育活動に取り組ま
れてきたが、そこで学んだことを活用し、
生かす教育活動への取り組みは希薄で
あったといえる。学びを活用し、生かす
教育活動を意図的に設定し、子ども自身
が「学びを生かし、活用して成功した実
感」を内面に蓄積することが大切であり、
学び、生きることの意義を学んでいくの
である。
　このような課題に対して、応えてくれ
たのが「連携授業」なのである。連携

授業は当然のことながら学校（担任）が
主体性を持って授業目標・内容そして授
業展開を構想していくのであるが、授業
をより充実させていくために、専門性の
高い特別講師を要請する。授業の中では
専門的な話や指導が行われるが、それを
理解して応え、子ども自らがより深めて
いくためには、これまで学んできたこと
をフルに活用することが必要になり、学
習が深まるとともに、学ぶことへの楽し
さや意義が身に付いていく。新しい教育
の重要なポイントである。
　10 月 19 日、文化庁委託事業「文化ボ
ランティアフォーラム 2009in 滋賀」が
本校を会場として開催され、「次世代の
文化力を育む」をメインテーマに、美術

館・博物館・ホール・大学・企業・地元
の読み聞かせグループ等との連携による
授業を全学級で公開することができた。
どの授業も大変個性的であり、子どもた
ちは活発に活動して、多くの参会者の目
を見張らせていた。この様子は本誌にま
とめられているので詳細はご覧いただき
たいが、どの授業も子どもたちが学んで
きたこと、それは聞き方や話し方だけで
なく、感じ方や心の表現のしかたまでを
精一杯表して = 活用し、生かした = の
授業であり、授業にかかわる特別講師も
その思いや考えを子どもたちに真剣に投
げかけておられた。4 年生の「昔の人々
のくらし　〜水をたいせつにする知恵〜 
」で授業くださった滋賀県知事嘉田由紀

子氏は、授業後校長室へ帰ってこられる
なり、

「子どもたちは、私が言ったことに次々
と返してくる。私が考えてきたこととず
いぶん変わった流れになったが、大切な
ことをわかってくれたと思う。」
と話しておられた。この授業の最後には、
琵琶湖博物館に展示されている「冨江
家（古民家）」を紹介され、12 月 17 日
に子どもたちは冨江家に秘められている
先人の知恵を半日がかりで調べていき、
調べて学ぶことのおもしろさを味わって
いったのである。
　3 年生のびわ湖ホールとの連携授業で
は、びわ湖ホール初の子ども向けオペラ

「泣いた赤鬼」を校外学習として鑑賞し

た。そして、そのときの感動をもとに自
分たちも「泣いた赤鬼」のオペラを創ろ
うとしている音楽の時間の練習中に、オ
ペラでの赤鬼が登場し子どもたちを指導
するというすばらしい連携の場面を作る
ことができた。子どもたちの表現がどん
どん深まっていったのをすべての参観者
は感じていった。この授業後子どもたち
は練習を重ね、ほんとうに感動的なオペ
ラを生み出し、発表していったのである。
　この連携授業ではさらに重要な意義
がある。それは、特別の講師をはじめと
して、多くのボランティアの方々などに
子どもたちが出会っていくことである。
子どもたちはその専門性に出会うだけで
なく、生き方に出会うのである。生き方

に出会うことは、将来の自分の夢を描く
ことにつながっていく。それは、今の自
分自身の生き方を見つめ直していくこと
でもある。
　これらのことは、一回切りの授業では
実現できない。学校が主体性をもち、し
が文化芸術学習支援センターの積極的
な支援によって、専門家が専門性をより
発揮でき、事前・当日・事後の授業が一
貫して充実してこそ、授業の質は高まっ
ていくのである。そこに、サブテーマ「芸
術と教育の連携　新たな挑戦 !」の意図
がある。このような連携授業が学校を変
革することにつながっていく。

特殊なクレパスを使った絵皿の説明をする陶芸家の宮本ルリ子氏 特別講師の滋賀県知事嘉田由紀子氏による授業。４年生『昔の人々のくらしから～水を大切にする知恵～』

2 日目は平日の小学校を会場に連携授業が公開された 琵琶湖博物館の学芸員と共に、展示の紹介をした

嘉田知事と子どもたちの活発な授業の様子１年生『「おおきなかぶ」のおはなしえざらをつくろう』
（滋賀県立陶芸の森との連携）

中庭で、読み聞かせボランティアグループぽっかぽっ
かによる「おおきなかぶ」の劇。子どもたちは制作に
向けてイメージをふくらませた

３年生『「泣いた赤鬼」をびわ湖ホールで発表しよう！』
（びわ湖ホールとの連携）。発表に向けて、声楽家から
歌い方や振り付けを習った

４年生『ミュージカル「こわれた千の楽器」を公演し
よう』（しが県民芸術創造館との連携）。2 日後に、創
造館の大ホールの舞台で発表した

特別支援学級『つんでつんでたかくたかくつんでつん
でもっとたかく』（滋賀県立陶芸の森との連携）

特別講師の滋賀医科大学学長馬場忠雄氏による授業。
５年生の『いま生きているわたしを感じよう』

５年生『冷蔵庫って、どんなふうにできるの？そこに
かくされた秘密は？』（パナソニック㈱との連携）。
冷蔵庫の断面が登場した

連携授業
連携授業が学校を変える

草津市立志津南小学校長　馬場　豊
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施校が高等学校へとひろがっているも
のもあり、同じ題材でも幅広い年齢層や
学習段階で実施できる可能性を示して
います。また内容についても、制作中心
の活動から、食文化や茶の湯、おもてな
しの心といった日本の伝統文化の学び
へと深まりを見せ、一つの題材からさま
ざまな学習が展開できる可能性も示して
いるといえます。
　美術館や博物館が来館者を受け入れ
るだけでなく、いわゆるアウトリーチ活
動に力を入れている理由はそれぞれの
館の置かれた立場によってさまざまで
す。学校との連携授業を行っている事
例は現在全国でみられますが、あくまで
学校での学習という前提で教員が主導
をとりながらそれぞれの立場を尊重し、
かかわるプロの専門性をうまく活かした
本当の意味での連携関係は、そう多くな
いのではないでしょうか。現在、滋賀県
で展開している状況、つまり、連携とい
うことに理解のある館組織や意識が高く
熱意のある学芸員の存在、接点の少な
い学校と美術館・博物館という施設、い
うならばそこにいる人と人との出会いを
繋ぐコーディネーターの存在、授業実施
のサポートや人材を派遣する組織とそこ
に参加する文化ボランティアの存在、全
体を理解し支援する行政マンの存在、
それら個々の存在がバランスよく繋がり
合ってひとつになり、大きな推進力を生
み出している状況は、“滋賀モデル”と
も呼ぶべき、非常に稀有な例といえるか
も知れません。
　学芸員の立場から見て学校の図工、
美術にもっとあったらいいなと思う要素
は、やはり何といっても本物と出あう機
会だと思います。たった一度の出あいが
人生を変える  本物のもつ力にはそ
れほどの大きな力があります。また、本
物というのは、いわゆる美術品と呼ばれ
る“物”だけではありません。人生を真
剣に生きている“人”も本物に他なりま
せん。子どもたちが豊かな人生を送るた
めには、いかに多くの本物に巡り逢える

かに尽きます。そのためには、手間がか
かっても周囲の大人たちがその機会を
少しでも多く提供できる努力をどれだけ
してあげられるかにかかっているといえ
るでしょう。教科書だけに頼るのではな
く、専門性の高い人材や機関をうまく活
用できる手法、そして本物に巡り逢うこ
とができる機会―連携授業はそのひと
つの形を提案しているのではないでしょ
うか。
ほんとうに美しいもの、本物の作品や真
剣に生きる大人の姿に触れたとき、子ど
もたちの目は眩いばかりに輝き、光に満
ち溢れます。その感動は、やがて大きな
奔流となって、その後の人生を限りなく
豊かなものにしてくれることでしょう。

これからの将来を担っていく子どもたち
は、社会の大切な宝物です。本物を通
して体験した今日の感動の種がいつの
日か子どもたちそれぞれの人生で芽吹
き、感性も、心も、真に豊かなものとな
り、そして希望に溢れる明るい未来が訪
れることを願ってやみません。
　さいごに、私が強い感動に包まれた
一冊の本を紹介します。この本との出合
いは大きな指針となりました。それは、
レイチェル・カーソンの「Ｔｈｅ Ｓｅ
ｎｓｅ ｏｆ Ｗｏｎｄｅｒ（センス・オブ・
ワンダー）」（上遠恵子訳　1996　新潮
社）。レイチェルが亡くなる直前の 1956
年に遺した珠玉のエッセイです。その中
から次のことばでこの報告を締めくくり
たいと思います。

『子どもたちの世界は、いつも生き生き
として新鮮で美しく、驚きと感激にみち
あふれています。残念なことに、わたし
たちの多くは大人になるまえに澄みきっ
た洞察力や、美しいもの、畏敬すべきも
のへの直感力をにぶらせ、あるときは
まったく失ってしまいます…
　生まれつきそなわっている子どもの

「センス・オブ・ワンダー」をいつも新
鮮にたもちつづけるためには、わたした
ちが住んでいる世界のよろこび、感激、
神秘などを子どもといっしょに再発見
し、感動を分かち合ってくれる大人が、
すくなくともひとり、そばにいる必要が
あります…
　子どもたちがであう事実のひとつひと
つが、やがて知識や知恵を生みだす種
子だとしたら、さまざまな情緒やゆたか
な感受性は、この種子をはぐくむ肥沃な
土壌です。幼い子ども時代は、この土
壌を耕すときです…
　美しいものを美しいと感じる感覚、新
しいものや未知なものにふれたときの感
激、思いやり、憐れみ、賛嘆や愛情など
のさまざまな形の感情がひとたびよびさ
まされると、次はその対象となるものに
ついてもっとよく知りたいと思うように
なります。そのように見つけだした知識
は、しっかりと身につきます。
　消化する能力がまだそなわっていな
い子どもに、事実をうのみにさせるより
も、むしろ子どもが知りたがるような道
を切りひらいてやることのほうがどんな
にたいせつであるかわかりません』

６年生『とびこめ！伊藤若冲ワンダーランドへ』（MIHO MUSEUM との連携）。特別講師として MIHO MUSEUM 館
長辻惟雄氏が事前学習と当日の導入をされた

書道家から事前に学んだ「筋目書」（若冲が用いた技法）
で、本物の魚をじっくり見ながら、水墨画を描いた

出来あがった作品は、卒業記念品と
して表装して掛軸に仕上げられた

MIHO MUSEUM での校外学習では、辻館長が作品の
解説をされた

畑中学芸員の小学校での導入の様子

　本物のもつ素晴らしさを多くの子ども
たちに体験してほしい  美術館のも
つ質の高い作品や人材が何か役に立た
ないだろうかというただ純粋な気持ちか
ら始まった美術館と学校との連携授業
は、これまでさまざまなプログラムが展
開されてきました。初めは、やってみよ
うという意識の高い、あるいは進取の気
質の高い熱意ある先生方の協力でス
タートした小規模なものでしたが、普段
の授業では見せない子どもたちの輝く
姿に接した現場から次第にひろがりをみ
せ、継続的にカリキュラムに取り込む学
校も出てきました。
　改めて振り返ってみれば、この連携
授業がはじまって 10 年が過ぎ、これま
でどれほど多くの子どもたちとの出会い
があったことでしょう（当館で統計を取
り始めた 2006 年以降 2009 年までの 4
年間で、延7500名ほど）。10年前に出会っ
た小学 6 年生はすでに 20 歳を越え、い
ま、どんな若者に成長しているのでしょ
うか。光陰流水の如しといいますが、少々
感慨深いものがあります。
　昨年 10 月に実現した連携授業「とび

こめ ! 伊藤若冲ワンダーランドへ」は、
そのひとつのピークといえるものでし
た。学習のポイントは、小学 6 年生の子
どもたちが室町文化の一つ、水墨画を
学ぶ活動の中で何をどう体験させるか。
これを学校教員、美術館、専門家がそ
れぞれの立場から熱い思いをぶつけ合
いながら練り上げ、時間をかけて最高の
形で実現させることができたのでした。
　授業の行われる秋、ＭＩＨＯ　ＭＵＳ
ＥＵＭではちょうど、江戸時代の奇想の
画家、伊藤若冲の特別展「若冲ワンダー
ランド」が開催されており、しかも館長
の辻惟雄氏はその研究の大家、第一人
者でした。打ち合わせていく中で、館長
自らが授業にかかわることになり、子ど
もたちが、本物の作品を目の前にして最
適の専門家から話を聞くという、最高の
形となりました。また学区の地域には、
墨の扱いのプロである書家、西口青咲さ
んが偶然にもいらっしゃいました。西口
さんの積極的な参加で、本物の作品に
触発されて子どもたちが自分の手で表
現するための墨絵指導の、最高の形が
整いました。これで、子どもたちが若冲

の水墨画を通じて水墨画の世界に浸っ
ていくための、最高の作品と人材が揃い
ました。
　授業の流れは、まず、ＭＩＨＯ　ＭＵ
ＳＥＵＭを訪ね、会場で本物の作品に触
れる。そして次に教室で、再び辻館長
と出会い、西口さんの指導の下、自分の
世界、作品を作り上げる、というもので
すが、その間に、子どもたちがちゃんと
描けるように西口さんが何回か墨絵の
技法指導の時間をとってくださいまし
た。これはとても大きなことで、子ども
たちにとって墨絵の世界がより身近なも
のになったはずです。さらに当日のサプ
ライズとして、本物の画材、鯛や平目、
海老やサザエといった海の幸も用意さ
れ（これも学区内に偶然海鮮関係者が
いらっしゃった）、若冲がおそらく同じ
ようにして描いたであろう状況が用意さ
れたのでした。その結果、辻館長も唸る
ほどの素晴らしい作品がたくさんできあ
がりました（それらの墨絵はその後表装
され、卒業記念の掛軸となりました）。
　10 年前、小学校で始まったこういっ
た連携授業は、プログラムによっては実

連携授業
連携授業この 10 年
故
ふる

きに学んで、新しい創造を生み出す
MIHO MUSEUM 学芸員　畑中　章良
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パネル
ディスカッション

（要旨）

自己紹介と公開連携授業について
清木　3 年生のオペラでよく声が出ていると
思った。前日にびわ湖ホールでオペラを観た
ことを聞き、やはり本物の力は違うなと改め
て感じた。
辻　我々の未来は子どもに、小学生や中学
生にあるんだということを本当に痛感した。
嘉田　4 時間目に授業をして、小学生の方
が大学生よりも物事を感覚的に掴んで本質
的質問をする力があると感じた。人間が生
きる上での根っこの質問を出す力がある。こ
れは、学ぶ、あるいは教育の本質ではない
かと思う。また、びわ湖ホールなどの芸術
分野だけでなく、地元の家電製造企業など
サイエンス分野の授業もあり、日本国内に対
して十分に発信できるだけの授業が出来上
がっていた。

次世代に文化をどのようして
伝えていくか
嘉田　3 年前に「3 つのもったいない」を訴
えた。「お金の無駄遣いもったいない」「子
どもたちの自ら育つ力、損なったらもったい
ない」「琵琶湖の自然壊したらもったいない」。

「もったいない」とは単なる節約だけではな
く「ものや人が本来持っている力が発揮さ
れないと心おしい」と思う気持ちのこと。滋
賀県には素晴らしい文化力がある。これを
自覚して甦らせて発信し、次の世代に繋い
でいきたい。
　今年 6 月に滋賀県文化振興条例を制定し
た。この条例の特色は「文化の範囲を芸術
から少し拡げる、生活文化も含める」「人が
育つことを重視」。風景や景観も大事な文化
であり、文化の振興にあたって継承・発展
を担う人材が育つ、その地位の向上を図る
ことを主眼としている。
辻　素晴らしい文化的環境に恵まれている
この滋賀県の中で、若い世代が豊かな文化
を自ら身につけて育ってほしい。その為には

親に当たる世代が文化に親しみ、文化力を
身につけ、毎日の生活の中で子どもに伝え
るということが大事。
清木　文化力とは、芸術文化に触れて感動
したり楽しさを知り、感性がより磨かれ、一
人ひとりの可能性をより引き出すのではない
か。郷土や国の伝統的な文化を次世代に継
承することも含め、未来の国の力に繋がる
のが、この文化力ではないか。
　文化芸術に限らず、自然体験や社会体験
にしても、現場で体験するということには理
屈を超えた力がある。「感性」「本能」「本質」
に働きかける力があるのでは。
　文化庁では全国で 3 つの芸術文化体験事
業を行っている。各学校が希望する演目の
プロのアウトリーチ「本物の舞台芸術体験
事業」。地域の芸術家も含めプロの芸術家を
学校に呼び、講義や実技体験を提供する「学
校への芸術家派遣事業」。土曜や日曜を中心
に学校や文化施設で伝統文化を体験する

「伝統文化子ども教室」である。

本物の大切さ
辻　有名な本物は図録等やテレビでよく目
にするが、実物を見ると改めてすごいなと
感じる。若冲展でも象と鯨は新聞等で紹介
されているが、観た人は、やっぱり実物・
本物は違うと言う。美術に限らず、音楽や
演劇にしろ本物に接するとやはり違う。テレ
ビは便利だが、実際の雰囲気はわからない。
嘉田　本物と対極の言葉は、贋物。あるい
は伝聞情報。我々の身の周りは伝聞情報で
溢れ、本物と触れる機会が少ない。教育シ
ステムの中で情報化が進みすぎると、伝聞
情報と贋物の中で何がなんだかわからなく
なって、単に世論に流されるだけ、あるいは
自分で考えることを放棄してしまう子どもや
国民が増えるのではないかということを恐れ
ている。
　連携授業では、子どもたちが専門の先生

に直接質問できる。一番物事を知っている
のはその分野を極めた人。極めた人はわか
らないことがわかり、知らないことは知らな
いと言える。子どもたちがそこに触れ、世の
中にはわからないことの方が多いことを知
り、自分で考え、自分で感じたことに素直に
従うことを覚えてほしい。子どもたちの本来
持っている力が、本物に触れることで甦っ
て育っていくのではないかと思う。
清木　本物と贋物を区別する力は、本物に
直接触れることで育つのではないか。国の
方向としての新しい教育課程では、学校で
様々な体験をしながらできるだけ本物に触
れ、その道のプロから話を聞くという取り組
みを増やしている。
辻　本物を選り出す努力は我々が引き受け
るとして、その結果選び出された本物をな
るべく数多く見るということが大事。何百年
も何千年も経ったそのものが目の前にあると
いうのは素晴らしいこと。
嘉田　一方で、贋物から、本物を知るとい
うことがある。琵琶湖博物館がまさにそれで、
本来は琵琶湖、滋賀県、大地がフィールド
ではあるが、本物というのはなかなか見えに
くい。見えるようにする為の入り口としての
博物館である。どうしても本物に触れられ
ない時間・空間にリンクさせる役割がある。
本物至上主義ではなく、両方セットで上手く
繋ぐことが大事。文化というのは、拡散。
野に放つように自由な発想というのを許す、
それを楽しいと思う周囲の大人たちが子ど
もの文化力を養う。子どもの内側から溢れ
る思いを勝手に止めないことが大事。
清木　体験事業と言っても、単に受身で鑑
賞してもらうというだけではなく、事前に
ワークショップを行い、プロから指導を受け
て鑑賞することに意味があると思う。

それぞれの立場から、
次世代の文化力の育み方
清木　グローバル化社会での競争力をつけ
る為には、子どもの創造力を引き出す必要
がある。それが将来の国の力であるが、クリ
エイティブに考える能力を養うには芸術教育
が一番。効果的に創造力を身につける為には、
芸術教育をもっと充実させる必要がある。芸
術教育や文化的体験ができるような取り組み
を文化庁としても進めていきたい。
嘉田　子どもたちが文化力をつけ、豊かな
人生を拓いていくことが、結果として経済力
や観光力に繋がっていく。県の文化政策を
文化経済と繋ぐ動きを考えている。
　日本人はコンテンツを造る力が素晴らし
く、他国の追随を許さない。千年前に鳥獣
戯画をうんだように、伝統的に図像イメージ
を豊かに持っている。コンテンツ産業を育て
ることが経済力に繋がる。いまや漫画コンテ
ンツ産業は輸出額として、鉄鋼・スチール
を抜いている。温暖化対策は単なるエネル
ギーの問題ではなく、生き物や文化を大事
にすること。それが人間の内面を大事にす
ることに繋がっていく。滋賀県は自然豊かで、
文化も豊か。文化経済立国を、滋賀県から
始めていきたい。
清木　ソフトヒューマン支援をもっと充実す
る。アニメ、漫画、ゲームなどのメディア芸
術分野は、日本が世界で最先端。これを伸
ばさない手ははい。アニメーターやクリエー
ターの人材育成にも大いに取り組んでいく。
辻　漫画はもともと子どもの文化。子どもか

ら大人まで漫画に親しむ生活があったが故
にアニメが高度に発達し、鉄鋼産業を追い
越すような産業にまで成長した。漫画文化
は日本の美術の伝統の中に確固としてある。
若冲の象鯨図屏風も鳥獣戯画の伝統の中に
ある。あそこに描かれているのは単なる象、
単なる鯨ではなく、人間の心を通した象で
あり鯨である。最近、動物は人間に聞こえ
ない超低周波音で会話をしているというこ
とがわかってきたというが、そういうものを
素直に理解できるのが子ども。子どもは、
動物の世界と自分の世界と区別をしない。
そこから出てきた日本文化というのは、子ど
もによって育まれなければいけない。子ども
の発想、子どもの心を大事にすることが、
次代の文化力を育む力になるのではないか。
岸野　10月17日にびわ湖ホールにおいて「し
が子ども文化芸術祭」が開催され、ポール・
ウインター氏と知事が対談された。知事に
対談の感想を。
嘉田　動物は、生きるために音を出している
が、それをポール氏は音の美しさで感じられ
た。その感覚がすごい。大地が、地球が、自
分たちに向けてメッセージを送っている、そ
れが鯨や狼。人工物に囲まれていると、自然
界からのメッセージの感度が鈍くなる。そこ
をポール氏が目覚めさせてくれたと思う。

地域で活動する参加者へのメッセージ
清木　いくら予算が増えても現場で活用し
て、学校では子どもに伝えないと意味がな
い。今日、現場で関わっている方に集まっ

ていただき、現場に持ち帰っていただいて
活用いただくというのは本当に有難い。これ
から大いに期待したい。
嘉田　お金ではない、どこまで汗をかける
か、どこまで本気で当事者となって、一緒
にやるかが大事。すべての公務員が、その
ような気持ちでミッションに取り組んでいき
たい。
辻　日本の全体における文化政策や文化活
動にかける予算というのは、依然として低い。
とにかく、活動自体を活発にして発言を強く
して、自分たちにとって必要だということを
強くアピールすることが何よりも必要。各地
でそういう活動が活発になれば、その勢い
で予算も増やさざるを得ないということに
なってくる。
岸野　文化庁の清木部長からは、これから
人づくりに力を入れたいと言っていただけて
大変嬉しい。知事からは、県の文化振興条
例に伴う様々な施策をやっていきたいという
決 意 を 感 じ た。 辻 館 長 は、MIHO 
MUSEUM から滋賀県をもっともっと発展さ
せていきたいということを感じた。何より最
初に言っていただいた、「子どもには未来が
ある、明日がある」。その子どもの未来を育む、
文化力によって育むことによって日本全体
が大きく生まれ変わっていくのではないかと
思う。

参加者数：151名

（一般参加者 117 名、運営スタッフ 34 名）

パネリスト	 文化庁 文化部長　清木 孝悦
	 滋賀県知事　嘉田 由紀子
	 MIHO MUSEUM 館長　辻 惟雄
コーディネーター	 財団法人滋賀県文化振興事業団 理事長　岸野 洋
司会	 財団法人滋賀県文化振興事業団　中西 薫

（左から）全体討議のコメンテーター奥村高明氏、
大嶋彰氏（滋賀大学教授）

パネルディスカッションの会場は、小学校の体育館。
懐かしい空気を感じながら、次世代の文化力について
語り合った

（左から）パネルディスカッションのコメンテーター
岸野洋氏（滋賀県文化振興事業団理事長）、パネリス
トの清木孝悦氏（文化庁文化部長）

全体討議では、左端 人見和宏氏（滋賀県教育委員会
事務局指導主事）が司会を務め、会場との意見交流
が進んだ

連携授業の授業づくりについて（左から）、書道家と学
校長から解説

（左から）パネルディスカッションのパネリスト嘉田由
紀子氏（滋賀県知事）、辻惟雄氏（MIHO MUSEUM
館長）

それぞれの持つ課題や今後の方向性について熱心に
話合われた

10 月19 日（月）
13：30 ～ 15：00
滋賀県草津市立志津南小学校　体育館
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パネル
ディスカッション

（要旨）
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思った。前日にびわ湖ホールでオペラを観た
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が大学生よりも物事を感覚的に掴んで本質
的質問をする力があると感じた。人間が生
きる上での根っこの質問を出す力がある。こ
れは、学ぶ、あるいは教育の本質ではない
かと思う。また、びわ湖ホールなどの芸術
分野だけでなく、地元の家電製造企業など
サイエンス分野の授業もあり、日本国内に対
して十分に発信できるだけの授業が出来上
がっていた。

次世代に文化をどのようして
伝えていくか
嘉田　3 年前に「3 つのもったいない」を訴
えた。「お金の無駄遣いもったいない」「子
どもたちの自ら育つ力、損なったらもったい
ない」「琵琶湖の自然壊したらもったいない」。

「もったいない」とは単なる節約だけではな
く「ものや人が本来持っている力が発揮さ
れないと心おしい」と思う気持ちのこと。滋
賀県には素晴らしい文化力がある。これを
自覚して甦らせて発信し、次の世代に繋い
でいきたい。
　今年 6 月に滋賀県文化振興条例を制定し
た。この条例の特色は「文化の範囲を芸術
から少し拡げる、生活文化も含める」「人が
育つことを重視」。風景や景観も大事な文化
であり、文化の振興にあたって継承・発展
を担う人材が育つ、その地位の向上を図る
ことを主眼としている。
辻　素晴らしい文化的環境に恵まれている
この滋賀県の中で、若い世代が豊かな文化
を自ら身につけて育ってほしい。その為には

親に当たる世代が文化に親しみ、文化力を
身につけ、毎日の生活の中で子どもに伝え
るということが大事。
清木　文化力とは、芸術文化に触れて感動
したり楽しさを知り、感性がより磨かれ、一
人ひとりの可能性をより引き出すのではない
か。郷土や国の伝統的な文化を次世代に継
承することも含め、未来の国の力に繋がる
のが、この文化力ではないか。
　文化芸術に限らず、自然体験や社会体験
にしても、現場で体験するということには理
屈を超えた力がある。「感性」「本能」「本質」
に働きかける力があるのでは。
　文化庁では全国で 3 つの芸術文化体験事
業を行っている。各学校が希望する演目の
プロのアウトリーチ「本物の舞台芸術体験
事業」。地域の芸術家も含めプロの芸術家を
学校に呼び、講義や実技体験を提供する「学
校への芸術家派遣事業」。土曜や日曜を中心
に学校や文化施設で伝統文化を体験する

「伝統文化子ども教室」である。

本物の大切さ
辻　有名な本物は図録等やテレビでよく目
にするが、実物を見ると改めてすごいなと
感じる。若冲展でも象と鯨は新聞等で紹介
されているが、観た人は、やっぱり実物・
本物は違うと言う。美術に限らず、音楽や
演劇にしろ本物に接するとやはり違う。テレ
ビは便利だが、実際の雰囲気はわからない。
嘉田　本物と対極の言葉は、贋物。あるい
は伝聞情報。我々の身の周りは伝聞情報で
溢れ、本物と触れる機会が少ない。教育シ
ステムの中で情報化が進みすぎると、伝聞
情報と贋物の中で何がなんだかわからなく
なって、単に世論に流されるだけ、あるいは
自分で考えることを放棄してしまう子どもや
国民が増えるのではないかということを恐れ
ている。
　連携授業では、子どもたちが専門の先生

に直接質問できる。一番物事を知っている
のはその分野を極めた人。極めた人はわか
らないことがわかり、知らないことは知らな
いと言える。子どもたちがそこに触れ、世の
中にはわからないことの方が多いことを知
り、自分で考え、自分で感じたことに素直に
従うことを覚えてほしい。子どもたちの本来
持っている力が、本物に触れることで甦っ
て育っていくのではないかと思う。
清木　本物と贋物を区別する力は、本物に
直接触れることで育つのではないか。国の
方向としての新しい教育課程では、学校で
様々な体験をしながらできるだけ本物に触
れ、その道のプロから話を聞くという取り組
みを増やしている。
辻　本物を選り出す努力は我々が引き受け
るとして、その結果選び出された本物をな
るべく数多く見るということが大事。何百年
も何千年も経ったそのものが目の前にあると
いうのは素晴らしいこと。
嘉田　一方で、贋物から、本物を知るとい
うことがある。琵琶湖博物館がまさにそれで、
本来は琵琶湖、滋賀県、大地がフィールド
ではあるが、本物というのはなかなか見えに
くい。見えるようにする為の入り口としての
博物館である。どうしても本物に触れられ
ない時間・空間にリンクさせる役割がある。
本物至上主義ではなく、両方セットで上手く
繋ぐことが大事。文化というのは、拡散。
野に放つように自由な発想というのを許す、
それを楽しいと思う周囲の大人たちが子ど
もの文化力を養う。子どもの内側から溢れ
る思いを勝手に止めないことが大事。
清木　体験事業と言っても、単に受身で鑑
賞してもらうというだけではなく、事前に
ワークショップを行い、プロから指導を受け
て鑑賞することに意味があると思う。

それぞれの立場から、
次世代の文化力の育み方
清木　グローバル化社会での競争力をつけ
る為には、子どもの創造力を引き出す必要
がある。それが将来の国の力であるが、クリ
エイティブに考える能力を養うには芸術教育
が一番。効果的に創造力を身につける為には、
芸術教育をもっと充実させる必要がある。芸
術教育や文化的体験ができるような取り組み
を文化庁としても進めていきたい。
嘉田　子どもたちが文化力をつけ、豊かな
人生を拓いていくことが、結果として経済力
や観光力に繋がっていく。県の文化政策を
文化経済と繋ぐ動きを考えている。
　日本人はコンテンツを造る力が素晴らし
く、他国の追随を許さない。千年前に鳥獣
戯画をうんだように、伝統的に図像イメージ
を豊かに持っている。コンテンツ産業を育て
ることが経済力に繋がる。いまや漫画コンテ
ンツ産業は輸出額として、鉄鋼・スチール
を抜いている。温暖化対策は単なるエネル
ギーの問題ではなく、生き物や文化を大事
にすること。それが人間の内面を大事にす
ることに繋がっていく。滋賀県は自然豊かで、
文化も豊か。文化経済立国を、滋賀県から
始めていきたい。
清木　ソフトヒューマン支援をもっと充実す
る。アニメ、漫画、ゲームなどのメディア芸
術分野は、日本が世界で最先端。これを伸
ばさない手ははい。アニメーターやクリエー
ターの人材育成にも大いに取り組んでいく。
辻　漫画はもともと子どもの文化。子どもか

ら大人まで漫画に親しむ生活があったが故
にアニメが高度に発達し、鉄鋼産業を追い
越すような産業にまで成長した。漫画文化
は日本の美術の伝統の中に確固としてある。
若冲の象鯨図屏風も鳥獣戯画の伝統の中に
ある。あそこに描かれているのは単なる象、
単なる鯨ではなく、人間の心を通した象で
あり鯨である。最近、動物は人間に聞こえ
ない超低周波音で会話をしているというこ
とがわかってきたというが、そういうものを
素直に理解できるのが子ども。子どもは、
動物の世界と自分の世界と区別をしない。
そこから出てきた日本文化というのは、子ど
もによって育まれなければいけない。子ども
の発想、子どもの心を大事にすることが、
次代の文化力を育む力になるのではないか。
岸野　10月17日にびわ湖ホールにおいて「し
が子ども文化芸術祭」が開催され、ポール・
ウインター氏と知事が対談された。知事に
対談の感想を。
嘉田　動物は、生きるために音を出している
が、それをポール氏は音の美しさで感じられ
た。その感覚がすごい。大地が、地球が、自
分たちに向けてメッセージを送っている、そ
れが鯨や狼。人工物に囲まれていると、自然
界からのメッセージの感度が鈍くなる。そこ
をポール氏が目覚めさせてくれたと思う。

地域で活動する参加者へのメッセージ
清木　いくら予算が増えても現場で活用し
て、学校では子どもに伝えないと意味がな
い。今日、現場で関わっている方に集まっ

ていただき、現場に持ち帰っていただいて
活用いただくというのは本当に有難い。これ
から大いに期待したい。
嘉田　お金ではない、どこまで汗をかける
か、どこまで本気で当事者となって、一緒
にやるかが大事。すべての公務員が、その
ような気持ちでミッションに取り組んでいき
たい。
辻　日本の全体における文化政策や文化活
動にかける予算というのは、依然として低い。
とにかく、活動自体を活発にして発言を強く
して、自分たちにとって必要だということを
強くアピールすることが何よりも必要。各地
でそういう活動が活発になれば、その勢い
で予算も増やさざるを得ないということに
なってくる。
岸野　文化庁の清木部長からは、これから
人づくりに力を入れたいと言っていただけて
大変嬉しい。知事からは、県の文化振興条
例に伴う様々な施策をやっていきたいという
決 意 を 感 じ た。 辻 館 長 は、MIHO 
MUSEUM から滋賀県をもっともっと発展さ
せていきたいということを感じた。何より最
初に言っていただいた、「子どもには未来が
ある、明日がある」。その子どもの未来を育む、
文化力によって育むことによって日本全体
が大きく生まれ変わっていくのではないかと
思う。

参加者数：151名

（一般参加者 117 名、運営スタッフ 34 名）

パネリスト	 文化庁 文化部長　清木 孝悦
	 滋賀県知事　嘉田 由紀子
	 MIHO MUSEUM 館長　辻 惟雄
コーディネーター	 財団法人滋賀県文化振興事業団 理事長　岸野 洋
司会	 財団法人滋賀県文化振興事業団　中西 薫

（左から）全体討議のコメンテーター奥村高明氏、
大嶋彰氏（滋賀大学教授）

パネルディスカッションの会場は、小学校の体育館。
懐かしい空気を感じながら、次世代の文化力について
語り合った

（左から）パネルディスカッションのコメンテーター
岸野洋氏（滋賀県文化振興事業団理事長）、パネリス
トの清木孝悦氏（文化庁文化部長）

全体討議では、左端 人見和宏氏（滋賀県教育委員会
事務局指導主事）が司会を務め、会場との意見交流
が進んだ

連携授業の授業づくりについて（左から）、書道家と学
校長から解説

（左から）パネルディスカッションのパネリスト嘉田由
紀子氏（滋賀県知事）、辻惟雄氏（MIHO MUSEUM
館長）

それぞれの持つ課題や今後の方向性について熱心に
話合われた

10 月19 日（月）
13：30 ～ 15：00
滋賀県草津市立志津南小学校　体育館
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　今年度は、関西で初めての文化ボラ
ンティアフォーラムを開催することがで
き、まずはお越し頂いた方々、そして事
業を支えてくださった関係者の皆様方
に、御礼申し上げます。私は現在、文
化ボランティアを一つの研究テーマとし
ていますが、本格的に研究・実践をしよ
うと考えたのは 2000 年頃でした。当時
は全国的にみても国立科学博物館が
ミュージアム組織のボランティアについ
ての協議会をお世話していたくらいで、
それほど大きな動きはありませんでし
た。まだ「文化ボランティア」という言
葉もありませんでした。しかしながら、
この分野は今後大きく動き出すだろうと
予測をし、ミュージアム・ボランティア・
ラウンドテーブル（ＭＶＲ）というネッ
ト上のネットワーク組織を立ち上げ、今
年で 10 年目となりました。参加メンバー
が全国で文化ボランティアとして、ある
いはコーディネーターとして活躍してい
くようになりました。一方で、個人的に
は縁あって、2001 年度より京都橘大学
で働くこととなりましたが、ある機会に
津屋さんとお会いすることとなり、文化・

芸術と学校を結びつける事業になにか
大学も関われないものかと考えました。
そのときに、真っ先に思いついたのが「学
生文化ボランティア」ということでした。
当初は試行錯誤の連続でしたし、専門
家や先生の中には、未だに「学生に活
動は任せられない」と言われることが
多々あります。しかし、子ども達と目線
が近い学生だからこそできることもたく
さんあることを私は彼らから学びまし
た。初期のメンバーがとても良くがん
ばってくれて、学内でも学生表彰を受け
るに至り、その礎となりました。また何
よりも学校や子ども達や社会が変化し
ていくことにとても驚かされました。学
生たちも、当初「ボランティア」という
言葉から受けるマイナス的な印象と、実
際に活動した中で得られる楽しさ・やり
甲斐などの部分に共感していくなど、そ
の考え方に変化が生まれていきます。も
ちろん、課題はあります。経験や知識の
不足、本業としての授業やアルバイトと
の調整、就職活動や卒業論文など学年
による縛り、世代交代や引継、経済的な
問題など、書き出したらきりがありませ

ん。ただ、そこには学生特有の課題もあ
りますが、文化ボランティアを行うほと
んどの人に当てはまる共通課題である
場合も少なくありません。大切なことは
そうした課題に対して整理を行い、どの
ように対処していくのかが重要で、その
ことを考えたり調整したりできる「コー
ディネーター」の存在は今後の社会にな
くてはならない人材となるでしょう。こ
の 10 年で日本国および自治体の財政基
盤が大きく揺れてきている中で、魔法な
どで立て直すことは現実的にはできませ
ん。地道に「お金の使い方」を見直し
ながら、「人の力の生かし方」を多様に
学び、成果を積み上げていってこそ、新
しい未来を育てられるのだと信じていま
す。これからも出来ることを着実に行っ
ていくのが使命だと思っています。

ふり返って
学生文化ボランティアを育てる心

京都橘大学准教授　木下　達文

文化ボランティアフォーラム　アンケート集計（ピックアップ）

   参加者の感想

・�芸術と教育の関係は、両者が別のものであるために、必然的に困難さを抱え込む
ことになってしまうのですが、一方で、だからこそ、実り多いものになるのだと思
います。各発表者の事例は、それぞれ個性的な取り組みですが、いかにして、子
どもにとってよりよいものができるかという点では共通していたように感じました。 
・�過去の文化ボランティアフォーラムと違い、芸術と教育の連携に重点を置いた内

容であり、新鮮な切口で有意義でした。
・�学校の中だけの学びには限りがあります。地域の力をかりて一緒に子ども達の力を

伸ばしていくことはとても大切だと思います。・とても勉強になりました。ぜひ滋賀
のフォーラムを参考に長野でも実現可能な実践は何か、ボランティアと話し合って
進めたいと思います。

・�子どもは鋭い直観、感性をもつ創造的存在。「子ども力」が未来をつくる原動力と
いうことを２日間で深く共感した

・�現在、次世代育成の観点で学校に公立文化施設や文化協会と連携してプログラム
授業を実施しています。本日の公開授業は今後に大いに生かせると思いました。１
つの授業、１つのテーマにいくつもの要素を織り込んでいることで、授業に厚みが
出ていると感じました。また、想像以上にたくさんの方が参加され、このような活

動を行なっている方がこんなにいることを発見しました。
・�公開授業では周りに関係のない大人がいるのに普通に授業を受けている姿に少し

驚きました。滋賀県が生んだ芸術家を大切にしている、地域の文化を大切にして
いると感じました。

・�単発の企画ではなく、観賞→創作→観賞 の循環の大切さを感じた。多様な人が集
まってこそできるものの大きさを感じた。

・�文化芸術で子どもも元気になるが、教師も元気をもらえる。学校教育の中でも子
ども達は成長できますが、小さい頃にいろいろな人や物との出会い、特に本物との
出会いは素晴らしいことだと思いました。

・�様々な角度からのお話の後、やはり人と人との支え合いが一番の財産と感じました。
今後の取り組みの時に、常に思い出しながら、させていただきたいと思います。

・�文化施設などの持つ人やコンテンツが、連携によって学校という場でいかせる実
例をたくさん見せていただき、今後のヒントになった。

・�教師を目指す上で授業作りや子どもへの対応、目標が参考になった。アート以外
にスポーツなども芸術の一つだと考えます。運動分野があればそれに関するボラン
ティアも広がっていくと思います。

・�「アート」を子どもに渡すことの大切さを改めて痛感。２日間で受け取った大切なこ
とを忘れず自分の事業を進めていきたい。

学生を中心とした文化ボランティアが子ども一人一人
によりそってサポート
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基調講演「芸術と教育のこれから」……………………………… 6
　国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部　教育課程調査官
　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　奥村　高明
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　草津市立志津南小学校長　馬場　豊
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故
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学生文化ボランティアを育てる心… …………………………… 14
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岩手県	 仙台市市民文化事業団
東京都 	 NPO法人トリトン・アーツ・ネットワーク
	 芸術家と子どもたち
	 東京港区役所地域振興課文化協働推進係
	 日本ボランティアコーディネーター協会
	 財団法人 地域創造
神奈川県	 横浜市 市民活力推進局 文化振興課
静岡県	 浜松市議会議員
長野県	 松代文化施設等管理事務所
岐阜県	 ＮＰＯ法人さくら歌劇団
	 岐阜市立日野小学校
	 美濃加茂市文化振興課
	 美濃加茂市民ミュージアム
三重県	 三重県生涯学習センター
	 三重県生活・文化部新博物館整備推進室
	 三重県生活・文化部文化振興室
奈良県	 特定非営利活動法人 総合教育研究所
京都府	 アサヒビール大山崎山荘美術館
	 京都市美術館ボランティア
	 京都橘大学
大阪府	 門真市立第六中学校
	 キッズプラザ大阪
	 国立民族学博物館文化資源研究センター
	 国立民族学博物館ボランティア
	 国立民族学博物館ミュージアムパートナーズ
	 東京書籍株式会社関西支社
	 日本文京出版株式会社
	 日本ボランティアコーディネーター協会
	 龍谷大学
徳島県	 大塚国際美術館
岡山県	 岡山大学
	 財団法人 福武教育文化振興財団
	 社団法人 岡山県文化連盟
鳥取県	 財団法人 鳥取県文化振興財団
福岡県	 アートサポートふくおか
	 北九州芸術劇場
	 北九州市企画文化局文化振興課
	 九州国立博物館
	 日本ボランティアコーディネーター協会
鹿児島県	 ネイチャリング・プロジェクト
沖縄県	 沖縄県立知念高等学校

滋賀県	 草津市社会教育委員
	 草津市立老上小学校
	 草津市立矢倉小学校
	 黒田紙業株式会社
	 甲賀市みなくち子どもの森
	 財団法人 滋賀県文化振興事業団
	 財団法人 地域創造
	 滋賀県教育委員会事務局生涯学習課
	 滋賀県県民文化生活部県民文化課
	 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
	 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールサポーター
	 滋賀県立陶芸の森
	 滋賀県立琵琶湖博物館
	 滋賀医科大学
	 滋賀大学
	 しが県民芸術創造館
	 秀明アカデミー
	 パナソニック株式会社ホームアプライアンス社
	 MIHO MUSEUM

【運営スタッフ】
滋賀県教育委員会 事務局 生涯学習課　　 5名
滋賀県県民文化生活部 県民文化課　　　  4 名
財団法人滋賀県文化振興事業団　　  　　 4名
しが文化芸術学習支援センター	  33 名（内、大学生18名）

文化ボランティアフォーラム 2009 in 滋賀　参加団体・個人所属一覧（50 音順、敬称略）

プログラム 参加者数（名）

10月18日

スペシャル
メニュー

びわ湖ホール
声楽アンサンブルによる

子どものためのミニコンサート

40
（当センター受付）

子ども向けオペラ
泣いた赤鬼

60
（当センター受付）

基調講演、事例報告会 142

情報交換会 68

10月19日
公開講演、公開連携授業 157

パネルディスカッション、全体討議 151

実参加者数 190

実運営スタッフ数 46

総計 236

目　次
ふり返って

温かく育ててくださった「人の力」

しが文化芸術学習支援センター　トータルコーディネーター　津屋結唱子

　今から10数年前、世田谷美術館での、
美術館ボランティア活動を通じて、「芸術
には子どもの心を癒す、輝かす力がある」
「すべての子どもたちに、本物の文化・芸
術に触れる機会を与えたい。それには、
学校と美術館が連携できたら。」と、小さ
な夢の種が播かれました。その後滋賀へ
移り、その種は、美術教育を専門とした
小学校校長先生との出会いをきっかけに、
滋賀の土で実を結びました。
　平成12年、美術館・芸術家と学校を、
文化ボランティアを中心としたＮＰＯが繋
ぎ、教室の子どもたちに文化・芸術体験
プログラムを実施する「連携授業」が始
まり、ＮＰＯはコーディネート役とサポー
ト的立場に撤しながら、「人から人へ」と
繋ぎ、現場での実践を積み上げていきま
した。「学校現場への支援」にこだわり、
平成15年、16年、17年は文化庁文化ボ
ランティア推進モデル事業の助成をいた
だき、平成17年には当時の文化庁長官河
合隼雄氏が、滋賀県の活動を視察に来ら
れたことから、活動が全国へと発信され
ました。その後、学校教育現場での実践は、
公民館や子ども会との連携、さらには、
国際交流、被災地支援へと、活動の場が
広がりました。その後、平成18年には（財）
滋賀県文化振興事業団との協働で、「し
が文化芸術体験サポートセンター」を開

設。さらに平成 20年より、民と官による
新しい協働の仕組みとして、｢しが文化芸
術学習支援センター｣ が開設され、平成
21年度は、幼稚園、小・中・高校・養護
学校の子どもたち1万人に、文化芸術体
験支援をしました。そして、さらに本年は、
文化庁全国文化ボランティアフォーラム
の開催という、これまで経験したことのな
い、全国規模の事業に携わる機会をいた
だきました。若いスタッフたちと共に、多
くの方の助言をいただきながら準備を進
め、いよいよ当日を迎えることができまし
た。2日間、盛りだくさんのスケジュール
の中、企画・運営面では、これまで活動
を支えてくださった関係者の方、地域の
方も含め、総勢 60名以上の方が集結くだ
さり、細やかにサポートしてくださり、滞
りなく終えることができました。遥々遠方
から来てくださった講師の方、参加者を
お見送りしたとき、自然と涙が溢れてきて、
感謝で胸がいっぱいになりました。
　この10年間を振り返り、あらためて実
感しているのは、「人の力」の素晴らしさ
です。このような、連携活動が広がった
のは、「文化施設」「学校」「行政」「地域」
それぞれに、「子どものために」という信
念を持った「つなぎ役」「コーディネーター」
の存在があったということです。その「人
と人の繋がり」から、組織的な縦割りを

崩し、横で繋がることができ、現場が必
要とする支援が具体化し、ここまで発展
していきました。多くの「人の力」と、そ
の地域の持つ、「自然、文化、伝統、芸術
の力」が繋がり、そこから生まれ出る活
動の、その創造性の素晴らしさには、常
に驚きと発見があります。そして、中学、
高校の授業で、スタッフに声をかけてき
て、「小学校で連携授業を体験したよ。そ
のときに居たよね。」と、声をかけてくれ
る生徒もいて、子どもたちの心に、今も
鮮明に残っていることを、嬉しく感じてい
ます。そして、さらに大学生になり、セン
ターの文化ボランティア活動に参加して
いる姿を見るとき、活動を続けてきたこと
により、支援された子どもが、文化ボラ
ンティアに成長し、共に活動するという新
たな繋がりが生まれています。
　今回のフォーラムを通じて、あらためて、
これまでに出会ったすべての方々、そし
て、文化庁の文化ボランティア支援事業
の担当者の方、それぞれの立場で、私た
ち文化ボランティアを、気長に温かく育
ててくださった、その「思いやりの心」に
深く感謝し、これからも、次世代文化芸
術支援活動に専念し、子どもたちの活動
の現場で、実践を積み上げる中で、さら
なる協働のあり方を検討していきたいと
思います。

文化ボランティア・コーディネーター研修の様子 フォーラムの事前スタッフミーティング

文化ボランティアフォーラム　2009 in 滋賀 15



第 4 回

文化ボランティアフォーラム 2009 in 滋賀
次世代の文化力を育む ～芸術と教育の連携　新たな挑戦！～

第 4 回 文化ボランティアフォーラム 2009 in 滋賀
次世代の文化力を育む ～芸術と教育の連携　新たな挑戦！～

2010 年 2 月 11 日　発行
発行　しが文化芸術学習支援センター運営委員会
〒 520-0044　滋賀県大津市京町３-4-22
tel. 077-525-9995   fax. 077-524-6300
mail.  shiga-aspo@shiga-bunshin.or.jp

＜編集協力　（株）アム・プロモーション＞


